
タイトル　フレーム意味論とその展開

チャールズフィルモアによって1970年代半ばに提案されたフレームとい
う概念は、50年を経て近年の意味論研究の中で重要な位置を占めるよ
うになった。フレームとは、表現が喚起する世界知識のことで、それを背
景として語の解釈がなされる。この講演では、この概念がどのような意味
分析を可能にするかを概観する。食事名詞(breakfast, dinner)や商取
引動詞（buy, sell, pay, charge）などの例を見たあと、この概念が日本
語の複合動詞（「押し倒す」「食べ残す」など）や複合名詞（「もらい泣き」
など）の意味を理解するのにどのように役立つかについて考察する。

松本曜先生  （国立国語研究所)　

特別公開講演

大阪大学言語文化学会
第62回大会

会場：大阪大学 豊中キャンパス 言語文化研究棟（豊中市待兼山町1-8）
学会HP：http://www.lang.osaka-u.ac.jp/gakkai-committee/

6/29（木）  17:00-18:30

15:10-15:20　　開会の辞　言語文化A棟２階大会議室 
15:25-16:30　　研究発表（7件）　言語文化A棟
16:35-16:45　　総会　言語文化A棟２階大会議室
17:00-18:30　　特別公開講演　全学共通教育機構講義B棟208室
18:30-18:40　　閉会の辞
18:50-20:00　　懇親会　言語文化A棟２階大会議室

参加費
無料

○会場 

(開場 16:50)

大阪大学人文学研究科共催

○大会プログラム

＊15:10-16:45まで学会員による研究発表と総会がありますが、参加できるの
は学会員のみです。

 
 

大阪大学全学共通教育機構講義B棟208室

 
 
 
 
 
 
 
 

（共208）までお越し下さい。右のQRコード
 に豊中キャンパス構内図がありますので、ご
 参考にして下さい。

2023年6月29日(木) 15:10-18:40


